
 

1／13頁   

製品安全データシート 
 

１． 製 品 及 び 会 社 情 報 

 

製 品 名 

推奨用途及び使用上の制限 

： 

： 

インサルパック PU010 

ポリウレタンフォーム 

輸 入 総 販 売 元 ： 株式会社 エービーシー商会 

住 所 ： 東京都千代田区永田町2丁目12番14号 

担 当 部 門 ： インサル事業部 

電 話 番 号 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 

： 

： 

03-3507-7390 

03-3507-7352 

 

整 理 番 号 ：PU010-0011        作成 2021 年 3 月 26 日 

２． 危 険 有 害 性 の 要 約 

ＧＨＳ分類： 

  物理化学的危険性 引火性液体 区分１ 

  人健康有害性 急性毒性（経口） 

皮膚腐食性/刺激性 

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性 

区分 4 

区分 2 

区分 2 

   呼吸器感作性 区分 1 

   皮膚感作性 区分 1 

   発がん性 区分 2 

   特定標的臓器毒性 (単回暴露) 区分 3(吸入 ) 

   特定標的臓器・全身毒性 

（反復ばく露） 

区分 2(気道刺激性 ) 

  絵表示又は 

シンボル： 

  
  注意喚起語： 危険     

  危険有害性情報： 極めて可燃性又は引火性の高いエアゾール  

高圧容器：熱すると破裂のおそれ 

吸入すると有害（気体，蒸気，粉じん及びミスト） 

皮膚刺激   

強い眼刺激  

吸入するとアレルギー，ぜん（喘）息又は呼吸困難を起こす

おそれ 

アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ   

発がんのおそれの疑い  

呼吸器への刺激のおそれ   

長期にわたる，又は反復ばく露による臓器の障害のおそれ 

飲み込むと有害 

  注意書き： 【安全対策】 

   熱／火花／裸火／高温のもののような着火源から遠ざけること。−禁煙。 
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使用後を含め，穴を開けたり燃やしたりしないこと。  

【換気が不十分な場合】呼吸用保護具を着用すること。  

粉じん／煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーの吸入を避けること。  

呼吸に関する症状が出た場合 ： 医師に連絡すること 

日光から遮断し、50℃以上の温度にばく露しないこと。   

   【応急措置】 

   眼に入った場合：水で数分間注意深く洗うこと。次にコンタクトレンズを

着用していて容易に外せる場合は外すこと。その後も洗浄を続けること。

皮膚(または髪)に付着した場合：直ちに汚染された衣類をすべて脱ぐこと

/取り除くこと。皮膚を流水/シャワーで洗うこと。 吸入した場合：空気

の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。 火災の場合：

消火には水スプレーを使用する。 暴露または暴露の懸念がある場合：医

師の診断/手当てを受けること。  

   【保管】 

   換気の良い場所で保管すること。容器を密閉しておくこと。 施錠して保

管すること。  

   【廃棄】 

   内容物/容器は、法令に従って焼却等の処理を行う、または許可を受けた

廃棄物処理業者に委託する。  

 

３． 組 成 及 び 成 分 情 報 

単一製品・混合物 ： 混合物 

化学名 ： ポリウレタンフォーム 

成     分 
含有

量% 
CAS No. 

官報公示整理

番号（化審法） 

ジフェニルメタンジイソシアネート(MDI)、異性体とポリメ

リック MDI  
30-50 9016-87-9 (7)-872 

Tris(2-chloro-1-methylethyl)phosphate 10～20 1244733-77-4 - 

ジメチルエーテル 5～10 115-10-6 (2)-360 

ポリエーテルポリオール 5～10 25791-96-2 (7)-758 

イソブタン 5～10 75-28-5 (2)-4 

2,2',6,6'-tetrabromo-4,4'-isopropylidenediphenol, 

propoxylated 
1～5 55185-21-2 - 

プロパン 1～5 74-98-6 (2)-3 

 

 

４． 応 急 措 置 

 

一般的注意事項 

 

 

：

 

 

応急措置担当者は自分の安全確保に注意を払い、推奨されている防護服

(耐薬品手袋、飛沫防護)を使用する。 暴露する可能性がある場合は、第

8項の保護具の情報を参照。  

吸入 

 

 

 

：

 

新鮮な空気の場所に移動させる。呼吸停止の時は人工呼吸を施す。マウ

スツーマウス式人工呼吸を行う時は、レスキュー用保護具(ポケットマス

クなど)を使用する。呼吸困難の時は、有資格者が酸素吸入を行う。医師
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  を呼ぶか、医療機関に搬送する。 

皮膚接触 

 

 

 

 

 

 

：

 

 

 

 

石鹸と大量の水で洗って、物質を直ちに皮膚から取り除く。洗っている

間に汚染された衣類や靴は脱がせる。刺激がおさまらない時は医師の診

察を受ける。衣類は再使用前に洗濯する。 ＭＤＩ皮膚汚染除去研究では、

暴露後直ちに洗浄することが重要であり、また石鹸と水で洗浄するより

もポリグリコールの皮膚洗剤やコーン油の方が効果的であることを示し

ている。 汚染を取り除くことができない靴やベルト、時計バンド等の革

製品は廃棄する。 作業場内に適切な緊急用安全シャワー設備を設置する

こと。  

眼との接触 ： 直ちに水で眼を洗い流す。コンタクトレンズを装着している場合は、洗

い始めて5分経ってからはずし、さらに15分以上洗眼を続ける。即刻、医

師の診察を受ける。眼科医であることが望ましい。 すぐに使用できる適

切な緊急用洗眼設備を設置すること。  

経 口 ： 誤飲した時は、医師の診察を受ける。医師の指示がない限り、嘔吐させ

ない。 

緊急性及び遅発性の

最も重要な症状と影

響 

： 上記の応急措置の記述、下記の緊急治療及び必要とされる特別処置の指

示に記載されている情報に加えて、重要な症状や影響は第 11項の有害性

情報に記載されている。 

緊急治療及び必要と

される特別処置の指

示 

： 患者の十分な換気および酸素吸入を維持すること。 呼吸器感作性、また

は喘息様症状を起こすことがある。気管支拡張薬、去痰薬、鎮咳薬が有

用であると思われる。 β2作用薬の吸入と、経口もしくは非経口のコル

チコステロイド剤で気管支痙攣を治療する。 肺水腫などの呼吸器症状が

遅発することがある。重大な暴露を受けた人は呼吸困難の徴候がみられ

ないかどうか24～48時間観察する。 暴露により「心筋刺激過敏性」が亢

進することがある。絶対に必要でない限り、エピネフリンなどの交感神

経作用薬を投与してはならない。 ジイソシアネートに感作した人は、そ

の他の呼吸器刺激物質や呼吸器感作物質を用いる作業について医師に相

談すること。 この物質によりコリンエステラーゼ低下が報告されている

が、それは暴露によるものと決定する場合に有用ではなく、この物質に

暴露した人の治療で考慮される必要はない。 暴露に対する治療は、患者

の症状に応じて臨床的処置を行う。  

過剰暴露すると、喘息をはじめとする既存の呼吸障害(気腫、気管支炎、

反応性気道機能不全症候群)を悪化させることがある。 過剰暴露を繰り

返すと、既存の肺疾患が増悪することがある。 

 

５． 火 災 時 の 措 置 

 

適 切 な 消 火 剤 

 

：

 

水噴霧または散細水。  粉末消火器。二酸化炭素消火器。  泡消火剤。  

耐アルコール泡消火剤（ATC 型）が適している。一般合成泡消火剤（AFFF

型を含む）やタンパク泡消火剤も機能するが、効果的ではない。 

使ってはならない 

消火剤 

：直接棒状放水しない。直接の棒状放水は消化に有効ではないかもしれな

い。 
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特 有 の 危 険 有 害 性  

危険な燃焼生成物 

 

 

 

：

 

 

火災時の煙には、元の物質に加えて、毒性や刺激性があるかもしれない

様々な燃焼生成物が含まれていることがある。燃焼生成物は以下のもの

を含むことがあり、またこれだけとは限らない 

：窒素酸化物。イソシアネート。フッ化水素。シアン化水素。一酸化炭

素。二酸化炭素。 

異常な火災および爆

発 の 危 険 

 

 

 

：

 

 

 

引火性発射火薬を含有している。火災に曝されているエアゾール缶は破

裂し火炎発射が起こることがある。発射火薬の放出は火の玉を形成する

ことがある。蒸気は空気より重く、長い距離を移動して低い場所に蓄積

することがある。発火やフラッシュバックが起こることがある。製品が

燃焼すると濃い煙が発生する。 

消 防 士 の 為 の 注 意 事 項  

消  火  手  順 ：人々を避難させる。火を隔離して関係者以外の立ち入りを禁止する。風

上にいること。ガス(ヒューム)が蓄積する可能性のある低い場所に入ら

ない。直接棒状放水しない。火災を広げるかもしれない。保護された場

所から、あるいは十分に安全な距離から消火に当たる。無人ホースホル

ダーまたはモニターノズルの使用を考慮する。引火源を除去すること。 

危険を伴わずにできるのであれば、容器を火災場所から移動させる。火

が消えるまで、水スプレーを用いて火に暴露された容器及び火災の影響

を受けた領域を冷却する。 

消 化 を 行 う

者 の 保 護  

：陽圧式自給式呼吸器(SCBA)および防火服(望遠ヘルメット、コート、ズ

ボン、長靴及び手袋を含む)を着用する。小活動の際、この物質との接

触を避ける。接触の可能性がある場合は、耐薬品性の防火服と自給式呼

吸器を使用する。もしこれらが無い場合は自給式呼吸器付き耐薬品性の

全身服を使用し、離れた場所から消火活動する。火災後または火災では

なく清掃時に用いる保護具については、関連の項を参照する。 

 

６． 漏 出 時 の 措 置 

 

人体に対する注意事項、

保護具及び緊急時措置 

 

 

 

 

 

 

 

：

 

 

 

 

 

 

 

 

避難させる。訓練を受けて適正に保護具を装着したもの以外は清掃作

業に関わってはならない。低い場所を立ち入り禁止にする。密閉して

いる場所または換気が不十分な場所を立ち入り禁止にする。流出物の

風上にいること。漏れたり流出した場所を換気する。場所内は禁煙と

する。立ち入る前に、閉空間立入り手順に従わなければならない。火

災や爆発を回避するため、流出物または放出された蒸気の近くから着

火源となるものをすべて除去する。蒸気爆発の危険がある。さらに詳

細な情報は、第 10 項を参照。適切な保護具を用いること。追加情報

として、第 8項、暴露防止及び保護措置を参照。 

環境に対する注意事項 

 

：

 

土壌、排水溝、下水道、水路や地下水への流入を防ぐ。第 12 項、環

境影響情報を参照。 

封じ込め及び浄化の方

法 ・ 機 材 

：

 

 

 

 

可能なら、流出物を囲い込む。ガスが消散するまで、場所を隔離する。

清掃作業では、ノンスパーク型工具を使用する。火災や爆発を回避す

るため、流出物又は放出された蒸気の近くから着火源となるものをす

べて除去する。正しくラベルの貼ってある適切な容器に回収する。以

下の物質で吸収させる。：年度。泥。Milsorb。砂。おが屑。バーミ

キュライト。さらに詳細な情報は第 10 項を参照。追加情報として、

第 13項、廃棄上の注意を参照。汚染物は 13項に従い廃棄する 
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７． 取 扱 い 及 び 保 管 上 の 注 意 

 

一般的な

取  扱 

： 熱、火花、炎から遠ざける。取扱い場所及び保管場所は禁煙。裸火及び着火源は禁

止とする。眼、皮膚、衣服との接触を避ける。長時間または繰り返しの皮膚接触を

避ける。蒸気の吸入を避ける。 取り扱った後は十分に手を洗うこと。 容器はふた

を閉めておく。換気を十分に行っているときのみ使用する。子供の手が届かないよ

うにする。蒸気は空気より重く、長い距離を移動して低い場所に蓄積することがあ

る。発火やフラッシュバックが起こることがある。圧力下で保管。容器に穴を開け

たり、焼却してはならない。空になったとしても容器は蒸気を含有していることが

ある。空の容器やその近くで、切断、ドリル、研磨、溶接等の作業を行わないこと。

十分な換気無しに、密閉している場所に入ってはいけない。第8項、暴露防止及び

保護措置を参照。 

保  管 ： 静電気の蓄積、熱、火花または火炎などの引火源を最小限に抑える。熱や直射日光

を避け、乾燥した場所に保管する。さらに詳細な情報は、第 10 項を参照。密閉容

器内で保管する。貯蔵期間以内に使用する：18か月 

これ以上の温度で保管しない：50℃ 

 

 

８． ば く 露 防 止 措 置 

 

許容濃度 ： 
4,4’-メチレンジフェニルジイ

ソシアネート 
： 

ＡＣＧＩＨ（ＴＷＡ） 

ＪＰ ＪＳＯＨ ＯＥＬ 

0.005ppm 

0.05mg/m3 SEN 

  ジメチルエーテル ： 
ＡＩＨＡ ＷＥＥＬ 

(ＴＷＡ) 

1880mg/m3 

1,000ppm 

※上記は基本データを参照 

人の保護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

： 呼吸器の保護 ： 許容濃度を超えないように管理しなければならない。許容

濃度を超える恐れがある場合は、認可された防塵機能付有

機ガス用空気清浄呼吸器を使用する。空気中の濃度が空気

清浄呼吸器の有効濃度限界を上回る恐れがある場合は、陽

圧空気供給呼吸器(エアライン式または自給式)を使用す

る。緊急対応時または空気中の濃度が不明の時は、認可さ

れた陽圧自給式呼吸器か、補助空気ボンベ付陽圧エアライ

ンを使用する。 

以下は効果的な空気清浄呼吸器の種類である：防塵フィル

ター付き有機ガス用   

 眼・顔面の保護 ： 安全メガネ(サイドシールド付き)を着用する 

 皮膚の保護 ： この物質に耐薬品性のある保護衣を着用する。作業内容に

応じて、顔面シールド、長靴、エプロンまたは全身防護服

などの保護具を選択する。 
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 手の保護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この物質に対し耐薬品性のある手袋を用いること。 

望ましい手袋の素材の例：ブチルゴム、ポリエチレン、塩

素化ポリエチレン、エチルビニルアルコールラミネート

(EVAL)   

許容できる手袋の素材の例：ネオプレン。ニトリル/ブタジ

エンゴム(ニトリルまたは NBR)。バイトン。 ポリ塩化ビニ

ル(PVC またはビニル)  

注意：特定の用途と作業場での使用時間に適合した手袋を

選択するときは、以下に記す要件をはじめとして、作業上

の要件をすべて考慮に入れる必要がある：取り扱う可能性

がある他の化学物質、物理的要件（切傷・刺し傷の予防、

機敏さ、熱の防護）手袋の供給業者からの説明書・仕様書。 

 

 

 経口 

 

：

 

衛生状態を良好に保つ。作業場所での飲食や、食物の保管

をしないこと。喫煙や食事の前には手を洗う。    

設備対策 

 

 

 

 

 

 

 

 換気 

 

 

：

 

 

換気を十分に行っている時のみ使用する。一部の作業には

局所排気装置が必要になることがある。全体換気や局所排

気を行い、空気中濃度をばく露ガイドライン未満に抑制す

る。排気システムは、蒸気・エアゾール発生源およびその

場所で作業する人々から空気が流れさるように気流を設計

する。この物質の臭いおよび刺激性は、過剰ばく露を警告

するには不十分である。換気が不十分な場所では致死濃度

になることがある。 

 

９． 物 理 ／ 化 学 的 性 質 

 

物理的状態 

色 

臭 い 

臭いの閾値 

pH 

融 点 

凝固点 

沸点(101kPa) 

引火点-密閉式 

蒸発速度(ﾌﾞﾁﾙｱｾﾃｰﾄ) 

燃焼性:(固体、ガス) 

空気中での燃焼限界 

 

蒸気圧 

蒸気密度(空気=1) 

比重(H20=1) 

水への溶解度（重量ベース） 

n-オクタノール/水分配係数 

発火温度 

分解温度 

動粘度 

爆発特性 

酸化性 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

フォーム 

エメラルドグリーン 

軽度 

データなし 

データなし 

データなし 

データなし 

データなし 

-97℃計算値 

データなし 

可燃性/引火性の高いガス 

下限：3.0Vol% 

上限：18.6Vol% 

5,200hPa 

データなし 

1.03g/m3 計算値（推定） 

不溶性 

水と反応する 

データなし 

データなし 

適用不可 

非爆発性 

非該当 
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10． 安 定 性 及 び 反 応 性 

 

反 応 性 

科 学 的 安 定 性 

 

危険有害反応の可能性 

: 

：

一般的な使用条件下では、危険な反応はしられていない。 

推奨される保管条件下で安定している。（第７項、保管を参照）高温

時に不安定 

起こることもある。高温にさらされると製品は分解し、ガスが発生す

る。これにより密閉容器内の圧力が上昇し破裂が起こる可能性がある。 

避 け る べ き 条 件 : これ以上の温度は避ける： 50℃.  

高温では、容器が裂けたり破裂することがある。高温にさらされると

製品は分解する。  

混 触 危 険 物 質 :

 

以下との接触は避ける：酸類。アルコール類。アミン類。アンモニア。

塩基類。金属化合物。強酸化剤類。ＴＤＩ及びＭＤＩのようなジイソ

シアネート基をもつ製品の多くの物質と反応し、熱を放出する。反応

速度は温度上昇及び接触の増加により加速する。こうした反応は激し

い物になる可能性がある。撹拌やほかの物質が溶剤の働きをする場合

に接触する機会が増加する。ＴＤＩやＭＤＩの様なジイソシアネート

を含有する製品は、水に不溶で、下に沈むが、境界面でゆっくりと反

応する・反応により、二酸化炭素ガス及び固体ポリウレア層を生成す

る。水と反応して二酸化炭素及び熱が発生する。 

危険有害な分解生成

物 

: 分解生成物は温度、空気の供給および他の物質の存在による。分解時

に有毒ガスが放出される。 

 

11． 有 害 性 情 報 

 

急性毒性 ： 経口 

 

 

 

 

：

 

 

 

 

誤飲した場合、弱い毒性を示す。通常の作業での誤飲では傷

害は起こらないであろう。ただし、大量に誤飲すると傷害を

引き起こすことがある。動物にみられる所見には以下のもの

がある：消化器刺激作用。単回経口投与の LD50のデータなし。 

推定値。LD50, ラット  > 2,000 mg/kg 

  吸入性呼吸器

有害性 

：

 

 

物性上、吸引性呼吸器有害性は低い 

 

 

  経皮 

 

 

 

 

 

長時間の皮膚接触で、有害量を吸収することはないであろう。

経皮 LD50は決定されていない。 

推定値 LD50、ウサギ＞2,000 ㎎/kg 

  吸入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：

 

 

 

 

 

 

 

 

 

密閉した場所または換気が不十分な場所では、蒸気が容易に

蓄積し、酸素濃度が下がり、意識がなくなったり、死に至る

ことがある。過剰曝露すると、上気道(鼻と喉)および肺に刺

激作用を来すことがある。肺浮腫(肺水腫)を起こすことがあ

る。有害影響は遅発性であろう。中枢神経系機能低下を起こ

すことがある。過剰暴露の症状は麻酔作用ないし睡眠作用で

あると思われる。めまい及び眠気が認められることがある。

過剰暴露により、エピネフリンに対する感受性が増大し、心

筋の被刺激性亢進（不整脈）を起こすことがある。肺機能低

下はイソシアネートへの過剰曝露と関連がある。  

製品として。LC50 は決められていない。 
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  眼に対する損

傷/眼刺激性 

： 眼を刺激することがある。軽度の一過性角膜損傷を起こすこ

とがある 

  皮膚腐食性/

刺激性 

： 刺激がある。長期間接触すると、局所発赤を伴う皮膚刺激作

用を起こすことがある。皮膚に付着すると除去時に皮膚を刺

激することがある、着色して見えることがある。 

感作性 ： 経皮 ： 皮膚接触によりアレルギー性皮膚反応を示すことがある。動物実

験では、イソシアネートの皮膚接触による呼吸感作性の可能性を

示した。 

  呼吸器官 ： アレルギー性呼吸反応を示すことがある。MDI にすでに感作して

いると、ばく露ガイドラインを下回る濃度でアレルギー性呼吸反

応を来すことがある。咳や呼吸困難、胸を締め付けられた感覚を

含む喘息のような症状。時には、呼吸困難による生命の危険の恐

れがある。     

反復投与毒

性 

： MDIおよびポリメリックMDIのエアゾールに反復過剰ばく露すると、実験動物に

おいて、上気道及び肺の組織障害が認められた。動物で次に記す臓器に影響が

あると報告されている成分を含有する：腎臓、肝臓。 

慢 性 毒 性 と 

発 が ん 性 

： 生涯にわたって MDI およびポリメリック MDI の吸入性エアゾール飛沫(6mg/m3)

にばく露させた実験動物に、肺腫瘍が認められた。腫瘍と同時に、呼吸器刺激

および肺損傷も認められた。現行のばく露ガイドラインは、MDI に関して報告

されているこのような有害影響を予防するものと考えられる。 

発 生 毒 性 

 

： 

 

実験動物では、MDI およポリメリック MDI による催奇形性は認められなかった。

母体毒性を示す高用量でのみ、胎児に対する他の影響が認められた。 

生 殖 毒 性 ： 関連のあるデータは得られていない  

遺 伝 毒 性 

 

 

 

成 分 毒 性 

： インビトロ遺伝毒性試験の結果は、試験した成分については陰性であった。MDI

に関する遺伝毒性データは決定的なものではない。弱い陽性結果を示すインビ

トロ試験もあれば、陰性結果を示すものもあった。動物を用いた変異原性試験

の結果は、圧倒的に陰性が多かった。 

ジフェニルメタンジイソシアネート(MDI)、異性体とポリメリック MDI 

吸入 LC50,4h,エアロゾル,ラット,0.49 ㎎/l 

吸入 

類似物質について 2,4’-ジフェニルメタンジイソ

シアネート 

(CAS5873-54-1)LC50,4h,エアロゾル,ラット 0.31 ㎎

/l 

吸入 

類似物質について 4,4’-ﾒﾁﾚﾝｼﾞﾌｪﾆﾚﾝｲｿｼｱﾈｰﾄ

(cas101-68-8)LC50,1h,エアロゾル、ラット 2.24 ㎎

/l 

Tris(2-chloro-1-methylethyl)phosphate 

吸入 LD50,632mg/l 

ジメチルエーテル 

吸入 LC50,4ｈ,蒸気,マウス,222,716ppm 

プロパン 

吸入 LC50,4ｈ,蒸気、ラット、オス及びメス＞425,000ppm 

イソブタン 

吸入 LC50,1ｈ、マウス 52 ㎎/l 
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12． 環 境 影 響 情 報 

毒性 

成分のデータ:  ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、異性体とポリメリックＭＤＩ 

測定された環境毒性は、一般に可溶性物質の生成が最大となる条件下での、加水分解物の毒性で

ある。 

物質は事実上、水生生物に対して急性毒性を示さない。（試験した種のうち最も感受性の高い種

で 

LC50/EC50/EL50/LL50 ＞100mg/L） 

LC0/96h >1000mg/L(brachydanio rerio(ゼブラフィッシュ)) 

EC50/24h >1000mg/L(daphnia magna(オオミジンコ)) 

NOEC/21d >10mg/L(daphnia magna(オオミジンコ)) 

成分のデータ： Tris(2-chloro-1-methylethyl)phosphate 

LC50/96h 
51mg/L(pimephales promelas(ファットヘッドミノ

ー) 

EC50/48h 131mg/L(daphnia magna(オオミジンコ)) 

成分のデータ:  プロパン 

関連のある情報は得られていない。 

 

成分のデータ:  イソブタン 

関連のある情報は得られていない。 

 

成分のデータ:  ジメチルエーテル 

物質は事実上、水生生物に対して急性毒性を示さない。（試験した種のうち最も感受性の高

い種で LC50/EC50/EL50/LL50 ＞100mg/L） 

魚に対する急性毒性および長期毒性：LC50, Poecilia reticulata (グッピー) 96h>4000mg/l 

水生無脊椎動物に対する急性毒性：LC50, Daphnia magna(オオミジンコ) 48h,遊泳阻害

>4000mg/l 

 

残留性・分解性 

成分のデータ:  ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、異性体とポリメリックＭＤＩ 

水中及び陸上環境では、物質のほとんどは水と反応して、安定しているように見える不溶性ポリ

ウレアになる。大気環境では、計算と関連ジイソシアネートから類推すると、対流圏での物質の

半減期は短いと考えられる。 

生物濃縮係数(BCF)：生物濃縮の可能性は低い。(BCF＜100 または Log Pow<3) 92：Carassius  

carassius(コイ) 

成分のデータ:  Tris(2-chloro-1-methylethyl)phosphate 

関連のある情報は得られていない。 

成分のデータ:  プロパン 

関連のある情報は得られていない。 

水酸基ラジカルによる間接的な光分解 

速度定数 大気中半減期 方法 

1.27-12 cm3/s 8.4ｄ 推定値 

    理論酸素要求量：3.64mg/mg 

 

成分のデータ:  イソブタン 

生分解は好気的条件（有酸素）で起こるであろう。   

水酸基ラジカルによる間接的な光分解 

速度定数 大気中半減期 方法 
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2.44-12 cm3/s 4.4ｄ 推定値 

    理論酸素要求量：3.58mg/mg 

 

成分のデータ:  ジメチルエーテル 

物質は難分解性であると考えられる。（環境中）生分解性に関する OECD/EEC 試験では易分解性

にならなかった。 

OECD 生分解性試験 

生分解 暴露時間 方法 10-d Window 

5％ 28ｄ OECD 301A 試験 不合格 

水酸基ラジカルによる間接的な光分解 

速度定数 大気中半減期 方法 

1.66-12 cm3/s 6.4ｄ 推定値 

理論酸素要求量：2.08mg/mg 

 

生体蓄積性 

成分のデータ:  ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、異性体とポリメリックＭＤＩ 

生体蓄積性：生物濃縮の可能性は低い(BCF<100 または LOG POW<3) 

水中や陸上環境において、水と反応して不溶性のポリウレアを形成するため、移動性は、限られ 

ると予期される。 

生物濃縮係数(BCF): 生物濃縮の可能性は低い。（BCF < 100 または Log Pow < 3） 92： Carassius  

carassius (コイ) 

成分のデータ:  Tris(2-chloro-1-methylethyl)phosphate 

生体蓄積性：生物濃縮の可能性は低い(BCF<100 または LOG POW<3) 

成分のデータ:  プロパン 

生体蓄積性：生物濃縮の可能性は低い(BCF<100 または LOG POW<3) 

n‐オクタノール/水分配係数(log Pow): 2.36  測定値 

成分のデータ:  イソブタン 

生体蓄積性：生物濃縮の可能性は低い(BCF<100 または LOG POW<3) 

n‐オクタノール/水分配係数(log Pow): 2.76  測定値 

成分のデータ:  ジメチルエーテル 

生体蓄積性：生物濃縮の可能性は低い(BCF<100 または LOG POW<3) 

n‐オクタノール/水分配係数(log Pow)： 0.10  測定値 

 

土壌中の移動性 

成分のデータ:  ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、異性体とポリメリックＭＤＩ 

土壌中の移動性：水中や陸上環境において、水と反応して不溶性のポリウレアを形成するため、 

移動性は、限られると予期される。 

成分のデータ： Tris(2-chloro-1-methylethyl)phosphate 

データなし 

成分のデータ:  プロパン 

土壌の移動性：土壌中移動性がきわめて大きい。(Koc 0～50)   

土壌中有機炭素/水分配係数(Koc): 24～460  推定値 

ヘンリー定数(H)：  7.07-1 atm-m3/mole： 25℃  測定値 

環境中の分布：Mackay leve 1 Fugacity Model   

空気 水 生物相 土壌 底質 

100％ 0％ 0％ 0％ 0％ 

 

成分のデータ:  イソブタン 

土壌の移動性：土壌中移動性がきわめて大きい。 
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(Koc 0～50)  

土壌中有機炭素/水分配係数(Koc): 35  推定値。 

ヘンリー定数(H):  1.19 atm-m3/mole： 25℃  測定値。 

環境中の分布：Mackay leve 1 Fugacity Model   

空気 水 生物相 土壌 底質 

100％ 0％ 0％ 0％ 0％ 

 

成分のデータ:  ジメチルエーテル 

土壌の移動性：土壌中移動性がきわめて大きい。(Koc 0～50)   

土壌中有機炭素/水分配係数(Koc)：1.29～14  推定値  

ヘンリー定数(H)：  9.78-4 atm-m3/mole： 25℃  測定値 

 

PBT(難分解性・生体蓄積性・毒性)及び VPVB(極難分解性・極生体蓄積性)の評価結果 

 

成分のデータ:  ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、異性体とポリメリックＭＤＩ 

この物質の難分解性・生体蓄積性・毒性(PBT)があるとは考えられていない。 

成分のデータ:  Tris(2-chloro-1-methylethyl)phosphate 

この物質の難分解性・生体蓄積性・毒性(PBT)があるとは考えられていない。 

成分のデータ:  プロパン 

この物質は、難分解性・生体蓄積性・毒性(PBT)があるとは考えられていない。この物質は、極 

難分解性・極生体蓄積性(vPvB)があるとは考えられていない。 

成分のデータ:  イソブタン 

この物質は、難分解性・生体蓄積性・毒性(PBT)があるとは考えられていない。この物質は、極 

難分解性・極生体蓄積性(vPvB)があるとは考えられていない。 

成分のデータ:  ジメチルエーテル 

この物質は、難分解性・生体蓄積性・毒性(PBT)があるとは考えられていない。この物質は、極 

難分解性・極生体蓄積性(vPvB)があるとは考えられていない。 

他の有害影響 

成分のデータ:  ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、異性体とポリメリックＭＤＩ 

この物質はオゾン破壊物質に関する EC規則 2037/2000 の付属書Ⅰに含まれていない。 

成分のデータ:  Tris(2-chloro-1-methylethyl)phosphate 

この物質はオゾン破壊物質に関する EC規則 2037/2000 の付属書Ⅰに含まれていない。 

成分のデータ:  プロパン 

この物質はオゾン破壊物質に関する EC規則 2037/2000 の付属書Ⅰに含まれていない。 

成分のデータ:  イソブタン 

この物質はオゾン破壊物質に関する EC規則 2037/2000 の付属書Ⅰに含まれていない。 

成分のデータ:  ジメチルエーテル 

この物質はオゾン破壊物質に関する EC規則 2037/2000 の付属書Ⅰに含まれていない。 

 

 

13． 廃 棄 上 の 注 意 

 

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び地方条例に定められた方法に従って、焼却等の処理を

行う。委託する場合は、許可を受けた廃棄物処理業者に委託する。廃容器に内容物を十分除去した

後に、法規に従い廃棄する。 

 

14． 輸 送 上 の 注 意 
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道路及び鉄道輸送に関する分類(ADR/RID) 

国連輸送名  ：AEROSOLS 

国連番号   ：UN 1950 

国連分類   ： 2.1 

容器等級   ： 

環境器具有害性  ：Paraffin waxes and Hydrocarbon waxes,chlorinated 

 

海外輸送に関する分類(IMO-IMDG) 

国連輸送名  ：AEROSOLS 

国連番号   ：UN 1950 

国連分類   ： 2.1 

容器等級   ： 

海洋汚染物質(該当・非該当)： 該当 

MARPOL 73/78 の Annex Ⅰ ：Consult IMO regulations before transporting ocean bulk 

またはⅡ及び IBC または 

IGC コードに従い積み荷を運搬する 

 

 

 

国際航空(ICAO/IATA) 

国連輸送名  ：AEROSOLS ,FLAMMABLE 

国連番号   ：UN 1950 

国連分類   ： 2.1 

容器等級   ： 

 

 

この情報は、この製品に関わる特定の法令や輸送上の条件を全てお知らせするものではありません。 

輸送分類は容器の大きさや国や地域の法令により異なることがあります。追加情報は、弊社の営業担

当者またはカスタマーサービスより入手してください。この物質の輸送にあたっては、輸送会社の責

任において、適用される全ての法律、規制、規則に従ってください。 

 

 

15． 適 用 法 令 

化審法    ：監視化学物質を含有する。 

労働安全衛生法 

労働安全衛生法(ISHL)リスト ：この製品は有害調査制度(化学物質登録制度)を順守してい 

ます。 

危険物    ：可燃性ガス 

特化則    ：該当しない 

有機則    ：該当しない 

表示物質   ：該当しない 

通知対象物   ：政令番号 482 ブタン 5-10％ 

        政令番号 599 ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ 30-50％ 

化管法(PRTR 法)   ：第一種指定化学物質 ﾒﾁﾚﾝﾋﾞｽ(4,1-ﾌｪﾆﾚﾝ)=ｼﾞｲｿｼｱﾈｰﾄ  
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代表値 40％ 

毒物及び劇物取締法  ：該当しない 

消防法    ：第四類第四石油類 危険等級Ⅲ 

船舶安全法   ：高圧ガス： 

 

 

16． そ の 他 

 

推奨する用途と制限 ：ポリウレタンフォーム 

記載内容の問合せ先 ：東京都千代田区永田町2丁目12番14号  

  （株）エービーシー商会・インサル事業部 

              電話番号 03-3507-7390  ＦＡＸ番号 03-3507-7352 

発行又は改訂の理由   ：最新版への更新 

引用文献   ：独立行政法人製品評価技術基盤機構 化学物質総合情報提供システム 

             製造メーカーからのＳＤＳ情報 

 

 

 

 

記 

 

本文中の記載内容は、十分な配慮に基づき作成されていますが、その内容につき明示又は黙示の

保証をするものではありません。 

 


